
　

８
月
９
日
㈫
、
大
相
撲
で
幕
内
に

昇
進
し
た
宝
富
士
関（
豊
岡
地
区
出

身
、
伊
勢
ヶ
濱
部
屋
）を
祝
お
う
と
、

パル
ナ
ス
で
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
平
成
初

の
幕
内
力
士
と
な
っ
た

宝
富
士
関
を
激
励
し
よ

う
と
約
３
０
０
人
が
駆

け
つ
け
、
会
場
内
に
は

祝
賀
ム
ー
ド
が
漂
っ
て

い
ま
し
た
。

　

後
援
会
長
で
あ
る
町

長
が
始
め
に
あ
い
さ
つ

し
「
先
場
所
は
残
念
な

成
績
で
、
幕
内
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
。

今
後
精
進
し
て
、
伊
勢
ヶ
濱
部
屋
を

し
ょ
っ
て
立
つ
力
士
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
関
取
を
激
励
。
伊
勢
ヶ
濱
親

方
は
「
勝
っ
た
り
負
け
た
り
を
繰
り

返
し
て
力
士
は
強
く
な
る
。
来
場
所

は
き
っ
と
期
待
に
応
え
て
く
れ
る
と

思
う
の
で
、応
援
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
来
場
所
以
降
の
奮
起
に
期
待
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
取
と
親
方
は
各
テ
ー

ブ
ル
を
回
り
、
来
場
者
と
談
笑
。
終

始
な
ご
や
か
に
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

宝
富
士
関
に
幕
内
力
士
と
な
っ
た

感
想
を
聞
く
と
「
幕
内
昇
進
は
素
直

に
う
れ
し
い
。
先
場
所
は
固
さ
が
あ

り
、
序
盤
は
自
分
の
相
撲
が
取
れ
な

か
っ
た
。
次
に
町
へ
来
る
と
き
は
、

三
役
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
い
。
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
、

強
い
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
㈭
、
秋
田
県
に
あ
る
劇

団
「
わ
ら
び
座
」
で
俳
優
を
し
て
い

る
丸
山
有
子
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、

町
長
を
表
敬
し
ま
し
た
。

　

当
町
出
身
の
丸
山
さ
ん
は
、
わ
ら

び
座
の
中
で
も
唯
一
の
青
森
県
出
身

者
で
、
今
年
わ
ら
び
座
が
公
演
し
て

い
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
お
も
ひ
で
ぽ

ろ
ぽ
ろ
」
に
、
主
人
公
タ
エ
子
の
母

親
と
祖
母
役（
一
人
二
役
）で
出
演
し
、

精
力
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
「
ご
く

普
通
に
生
き
て
い
る
人
物
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
作
品
。
都
会
に
出
て
悩

み
、
山
形
へ
帰
っ
て
き
た
タ
エ
子
が
、

農
作
業
な
ど
里
山
に
触
れ
る
こ
と
で
、

自
分
を
取
り
戻
す
過
程
が
描
か
れ
て

い
る
」
と
の
こ
と
。
そ
の
過
程
に
深

く
関
わ
る
役
を
演
じ
る
丸
山
さ
ん
は
、

町
民
に
向
け
て
「
土
の
に
お
い
を
感

じ
た
り
な
ど
、
津
軽
で
生
ま
れ
育
っ

た
経
験
が
、
今
回
の
役
ど
こ
ろ
に
生

か
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
、
ふ
る
さ

と
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
と
改

め
て
思
う
。
ぜ
ひ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
へ

足
を
運
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

公
演
は
、
秋
田
県
の
「
た
ざ
わ
こ

芸
術
村
」
に
あ
る
劇
場
で
行
っ
て
お

り
、
８
月
21
日
〜
来
年
１
月
３
日
ま

で
。
同
芸
術
村
内
に
は
宿
泊
施
設
・

体
験
施
設
も
あ
り
、
家
族
連
れ
や
友

達
同
士
で
も
楽
し
め
る
と
の
こ
と
。

公
演
の
日
程
は
、予
約
セ
ン
タ
ー（
☎

０
１
８
７（
44
）３
９
３
９
）ま
で
。

　８月３日㈬、少年の非行防止・健全育成活動へ
の貢献が認められ、表彰を受けた荒関正男さん（派
立中地区）が役場を訪れ、町長に受賞を報告しま
した。
　荒関さんは、昭和63年から同活動に従事。小・
中学校の非行防止キャンペーンや、万引き防止の
店舗巡回など、24年間にわたって活動を続け、
このたび東北少年警察ボランティア連絡協議会か
ら表彰を受けました。現在は、五所川原地区の同
協議会で副会長を務めています。
　長きにわたる活動が実を結んだ荒関さんは「ま
さか表彰されるとは思っていなかった。この表彰
を励みに活動を継続し、非行防止・健全育成に尽
力したい」と感想を語りました。
　町長は「長い間の活動継続に頭が下がる。今年
は交通指導隊の横山さんが最高賞をもらうなどめ
でたい受賞が数多く、町にとって名誉なこと。こ
れからもがんばってほしい」と激励していました。

幕
内
昇
進
�
祝
�
盛
大
�

宝
富
士
関
幕
内
昇
進
祝
賀
会

少年非行防止・健全育成で表彰
荒関さん 東北協議会から

町
出
身
俳
優
丸
山
さ
ん

出
演
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

Ｐ
Ｒ
で
表
敬
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８
月
１
日
㈪
〜
２
日
㈫
の
2
日
間
、

中
央
公
民
館
で
親
子
を
対
象
に
金
魚

ね
ぶ
た
づ
く
り
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
な
か
ど
ま
り
ま
つ

り
開
催
を
前
に
、
家
庭
へ
飾
る
ね
ぶ

た
の
作
り
方
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
10
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
る
教
室
で
は
、
初

日
に
骨
組
み
や
紙
貼
り
な
ど
の
作
業
、

２
日
目
に
色
づ
け
や
仕
上
げ
作
業
を

行
い
ま
す
が
、
慣
れ
な
い
作
業
に
参

加
者
は
一
苦
労
。
そ
れ
で
も
、
講
師

の
古
川
敏
夫
さ
ん
が
参
加
者
に
一
か

ら
教
え
、
全
員
が
ね
ぶ
た
を
完
成
さ

せ
て
い
ま
し
た
。

　

作
っ
た
ね
ぶ
た
は
、
参
加
者
が
持

ち
帰
り
、
思
い
思
い
に
飾
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

８
月
４
日
㈭
の
夕
方
、
静
和
園
前

で
夏
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
園
の
家
族
会
主
催
で
行
わ
れ
る

夏
ま
つ
り
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
て
、

入
所
者
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま

れ
、
入
所
者
55
人
が
玄
関
前
に
出
て

ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
店
を
出
し
た
ほ
か
、
健
康
ダ
ン
ス

グ
ル
ー
プ
「
べ
え
子
ち
ゃ
ん
」、
中

里
三
味
線
会
、
横
笛
愛
好
会
、
よ
さ

こ
い
「
夢
幻
天
舞
」
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
入
所
者
は
家
族
と

と
も
に
日
が
暮
れ
る
ま
で
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　この教室は、今は失われつつある昔の
遊びや食を、子どもたちに体験してもら
おうと企画されたもので、各地区の老人
クラブの人たちが教える役となって、昭
和の暮らしを体験しました。
　昭和の遊び体験では、竹でっぽうや竹
とんぼ、缶ぽっくりなどの製作を体験。
のこぎりやナイフなどの道具を使って作
る遊び道具は、現代の子どもたちには新
鮮に映ったようで、できあがるとさっそ
く夢中になって遊び始めていました。
　食体験では、がっぱらもちやしとぎも
ち、いももちを作りましたが、意外にお
いしいとの評判。普段あ
まり食べることがない味
に、興味をひかれていま
した。
　体験終了後、子どもた
ちとお年寄りは昼食をと
もにし、体験だけではな
く世代間の交流も図られ、
お互いに楽しい２日間を
過ごしました。

　子どもたちの夏休み期間中、中里・小泊・武田・内潟4地区そ
れぞれで２日間ずつ、「昭和の暮らし体験教室」が行われました。

中
央
公
民
館
で

金
魚
�
�
�

�
�
�
教
室

年
�
一
度
�

�
�
�
楽
�
�

　
静
和
園
夏
ま
つ
り　

昭和の暮らし 肌で感じる教室を
各地区で開催

【中里地区】

【武田地区】

【小泊地区】

【内潟地区】
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広 告

　

町
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
、
８

月
７
日
㈰
に
第
６
回
西
つ
が
る
北
五

ブ
ロ
ッ
ク
小
学
生
陸
上
競
技
記
録
会
、

８
月
28
日
㈰
に
第
４
回
西
北
五
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
日
は
小
学
生
、
28
日
は
中
・
高

校
生
を
対
象
に
し
た
陸
上
大
会
。
集

ま
っ
た
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
７
日
が
約

５
０
０
人
、
28
日
は
約
４
０
０
人
に

の
ぼ
り
、
暑
さ
に
め
げ
ず
各
種
競
技

で
競
い
ま
し
た
。

【 

第
６
回
西
つ
が
る
北
五
ブ
ロ
ッ

ク
小
学
生
陸
上
競
技
記
録
会
】

■
男
子

１ 

年
１
０
０
m　

１
位
・
小
野
倖
太

朗（
中
里
ク
ラ
ブ
）／
２
位
・
佐
藤

凜
太
郎（
薄
市
ク
ラ
ブ
）／
３
位
・

三
上
晃
羽（
武
田
ク
ラ
ブ
）

２ 

年
１
０
０
m　

２
位
・
米
塚
孔

喜（
中
里
ク
ラ

ブ
）
／
３
位
・

川
島
天
心（
中

里
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
）

３ 

年
１
０
０
m　

３
位
・
佐
藤
風

雅（
薄
市
ク
ラ

男 

子
１
０
０
m　

１
位
・
加

藤
登
夢（
中
里
中
）

男 

子
４
０
０
m　

３
位
・
小

林
大
修（
中
里
中
）

男 

子
４
×
１
０
０
m
リ
レ
ー

　

２
位
・
中
里
中
A（
高

松
紘
生

－

加
藤
登
夢

－
古

川
真
人

－

大
屋
慎
）

男 

子
走
高
跳　

１
位
・
佐
々

木
大
空（
中
里
中
）

女 

子
4
0
0
m　

２
位
・
小
野
若
菜

（
中
里
中
・
大
会
新
）

女 

子
4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー　

３

位
・
中
里
中（
鈴
木
遥
香

－

三
上

朝
賀

－

小
野
若
菜

－

下
山
美
南

海
）

■ 

高
校
一
般（
町
関
係
の
個
人
種
目

の
み
掲
載
）

ブ
）

６ 

年
１
０
０
m　

１
位
・
奈
良
響（
中

里
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

共 

通
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

１
位
・
宮
越

晃
一（
中
里
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・

大
会
新
）

共 
通
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

１

位
・
中
里
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
長

谷
川
正
樹

－

宮
越
晃
一

－

下
山
誉

人

－

奈
良
響
）

共 

通
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投　

３
位
・
藤

﨑
桂
司（
中
里
ク
ラ
ブ
）

■
女
子

２ 

年
１
０
０
m　

１
位
・
葛
西　

玲

（
薄
市
ク
ラ
ブ
・
大
会
新
）

【 

第
４
回
西
北
五
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
】

■
中
学
校

　８月19日㈮、卓球中里クラブの選手たちが
町長を訪れ、北日本大会での３位獲得を報告し
ました。
　訪れたのは、村上莉羽くん（中里小６年）と外
崎辰弥くん（小泊小６年）の２選手と、近村監督、
外崎くんのお母さんで、北海道帯広市で行われ
た全国ホープス北日本ブロック卓球大会での戦
いぶりを町長に話しました。
　選手の２人は「強い相手がいたが、全力を出
し切ったのでよかった（村上くん）」「個人戦は
負けたが、団体で３位になれてうれしい（外崎
くん）」と一様に安堵の表情を見せていました。
　また「全国クラブ選手権でいい成績を残した
い（村上くん）」「県大会で決勝まで行きたい（外
崎くん）」と、早くも今後を見据えた目標を掲
げていました。

男 

子
１
０
０
m　

１
位
・
外
崎
直
人

（
木
造
高
）

男 

子
２
０
０
m　

１
位
・
長
利
賢
一

（
木
造
高
）

男 

子
４
０
０
m　

１
位
・
岡
拓
司（
木

造
高
・
大
会
新
）

男 

子
砲
丸
投　

３
位
・
松
舘
俊
典（
木

造
高
）

運動公園で
２陸上大会

第
6
回
西
つ
が
る
北
五
ブ
ロ
ッ
ク

小
学
生
陸
上
競
技
記
録
会

第
4
回
西
北
五
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

卓球中里クラブ
北日本大会の結果を報告
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８
月
４
日
㈭
〜
５
日
㈮
の
２
日
間
、

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
子
ど
も
会
育
成

連
合
会
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
中
里
地
域
は
、
長
利
和
子

さ
ん
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
で
の
収

穫
体
験
と
、
大
沢
内
た
め
池
へ
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、
夜
は
小
泊
に

帰
っ
て
花
火
大
会
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

次
の
日
は
、
小
泊
の
海

で
海
水
浴
を
楽
し
ん
だ
あ

と
、
恒
例
の
流
し
ソ
ー
メ

ン
で
の
昼
食
。
わ
い
わ
い

楽
し
ん
で
、
解
散
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
地
域
を
ま
た

　

８
月
25
日
㈭
、
こ
の
日
の
給
食
材

料
を
提
供
し
た
地
元
農
家
５
人
の
う

ち
３
人
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
橋
本

栄
養
士
と
と
も
に
中
里
小
を
訪
れ
、

同
校
の
１
年
生
児
童
と
交
流
し
ま
し

た
。

　

昨
年
、
西
北
地
域
県
民
局
が
行
っ

た
「
県
産
食
材
給
食
マ
ッ
チ
ン
グ
事

業
」
の
流
れ
を
引
き
継
い
で
、
給
食

食
材
に
中
泊
産
を
使
お
う
と
い
う
関

係
者
の
努
力
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、

１
年
生
37
人
と
、
生
産
者
の
佐
藤
さ

ん
、
木
村
さ
ん
、
田
中
さ
ん
が
一
緒

に
給
食
を
と
も
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
出
さ
れ
た
の
は
、
３
人
の

食
材
を
使
っ
た
ト
マ
ト
入
り
野
菜
カ

レ
ー
。
佐
藤
さ
ん
が
ト
マ
ト
、
木
村

さ
ん
が
じ
ゃ
が
い
も
、
田
中
さ
ん
が

ナ
ス
を
提
供
し
て
、
カ
レ
ー
の
中
に

入
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
お

味
を
聞
く
と
「
い
つ
も
食
べ
る
カ
レ

ー
よ
り
甘
く
て
お
い
し
い
」
と
の
こ

と
。
提
供
し
た
３
人
も
「
野
菜
の
甘

み
が
出
て
ま
ろ
や
か
な
味
」
と
満
足

そ
う
な
様
子
で
し
た
。

　

今
回
訪
れ
た
佐
藤
さ
ん
は
「
生
産

者
の
思
い
や
り
と
安
心
・
安
全
な
食

材
を
給
食
に
提
供
し
て
い
き
た
い
。

今
日
が
ス
タ
ー
ト
で
す
」
と
張
り
切

っ
て
い
ま
し
た
。

に
掛
け
る
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
た
せ
い
か
、

参
加
し
た
９
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
旅
行
気
分
で
し
た
。

　町の安全を守

る消防団員たち

が集う定期観閲

式が、８月28日

㈰パルナス駐車

場で行われまし

た。

　観閲式には、

町消防団の１本団と10分団、小泊地区分団、田茂木・小泊

婦人防火クラブのあわせて約150人が参加。服装や機械の

点検を受けたほか、分列行進では頭からつま先までそろっ

た規律ある姿を、観閲者の町長に披露しました。

　また中里幼稚園のちびっ子たちが、防火演技をお披露目。

さらに一斉放水や玉落とし競技も行われ、消防団員のみな

らず大勢の見物客が詰めかけていました。

■玉落とし競技結果
《自動車ポンプの部》
　　優勝　第７分団／準優勝　第９分団／３位　第３分団

《可搬式ポンプの部》
　　優勝　第８分団／準優勝　第１分団／３位　第10分団

■優良分団
　　優勝　第２分団／準優勝　第９分団／３位　第６分団

　８月６日㈯～７日㈰の２日間、町体育センターで剣道教

室が開かれました。この剣道教室は、剣道に励む子どもた

ちの育成と底辺拡大を目的に、西北地区子どものスポーツ

活動推進協議会が行ったもので、なかどまり剣友会が中心

になって開催されました。

　同教室には、町や西北五つがる地区の小・中学生剣士が

大勢参加。尚道館館長で県剣道連盟会長の山野辺辰美氏

（剣道範士８段、最高位）や、日吉が丘剣道教室師範の宮崎

正孝氏（剣道教師７段）といった豪華な顔ぶれが講師を務め、

講話や実技の指導、稽古といった盛りだくさんの内容でした。

　参加した子どもたちは、２日間にわたる長時間の教室を

みっちりとこなし、充実感を感じているようでした。

今
年
は
中
里
・
小
泊
両
地
域
で

子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

給
食
で
学
ぶ
地
元
の
味

中
里
小
で
生
産
者
が
交
流

平成23年度町消防団観閲式
火消し魂をさっそうと披露

剣道教室開催

小・中学生剣士が一堂に
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